
　

女
性
部
宮
野
目
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
部
は
６

月
９
日
、
宮
野
目
支
店（
花
巻
市
東
宮
野
目
）

で
部
会
員
と
地
域
住
民
約
25
人
が
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
向

く
花
の
種
類
や
土
、
花
の
入
れ
方
な
ど
を
聞

き
、
自
分
好
み
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
し

た
。
講
師
や
参
加
者
同
士
で
作
っ
た
作
品
を

見
せ
あ
い
、
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
女
性

部
員
か
ら
誘
わ
れ
姉
妹
で
参
加
し
た
岡
本
恵

子
さ
ん
は「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る

の
で
勉
強
に
な
っ
た
。
交
流
し
な
が
ら
で
き

て
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
部
の
次
回
の
活
動
は
、
冬
に

子
ど
も
た
ち
も
簡
単
に
作
れ
る
バ
レ
ン
タ
イ

ン
料
理
教
室
を
行
う
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
、
組

合
員
の
つ
ど
い「
梅
沢
富
美
男
ふ
れ
あ
い
歌

謡
シ
ョ
ー
」を
花
巻
市
文
化
会
館
と
北
上
市

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
き

ま
し
た
。

　

広
域
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
開
き
、
各
会
場
共
に
昼
と
夜
の
２
回
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
花
巻
会
場
１
８
２
７
人
、

北
上
会
場
１
６
５
１
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

梅
沢
富
美
男
さ
ん
は
、
家
の
光
と
Ｊ
Ａ
貯

金
を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

芝
居「
家
の
光
」の
ほ
か
、
ヒ
ッ
ト
曲「
夢
芝

居
」や「
白
神
恋
唄
」な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

全
５
曲
を
披
露
。
公
演
の
後
半
に
は
、
女
形

と
し
て
美
し
い
舞
踊
を
披
露
し
、
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
や
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
は
６
月
１
日
、

「
牛
乳
の
日
」に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
前
で

牛
乳
３
０
０
本
を
配
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
い
わ
て
の
元
気
は

い
わ
て
の
牛
乳
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
、
通
勤

や
通
学
の
駅
利
用
者
に
牛
乳
の
効
能
な
ど

が
書
か
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
、

２
０
０
㎖
の
県
産
牛
乳
を「
牛
乳
月
間
で
す
」

「
牛
乳
を
飲
ん
で
高
校
総
体
に
備
え
ま
し
ょ

う
」と
声
を
か
け
配
布
し
ま
し
た
。
牛
乳
を

受
け
取
っ
た
小
瀬
川
晴
南
さ
ん（
17
）は「
今

日
が
牛
乳
の
日
だ
と
初
め
て
知
っ
た
。
牛
乳

を
飲
ん
で
今
日
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合
に

備
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
水
沢
駅
や
一
ノ
関
駅
な

ど
、
県
内
３
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
支
店
で
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
、
役
職

員
が
集
ま
り
交
流
を
深
め
る「
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ン
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
元
農
畜
産
物
の
振
る
舞
い
や
伝
統
芸
能

の
披
露
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
工
夫

を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
各
支
店
が
夏
ま
つ
り

や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
。
11
月
ま
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

６
月
23
日
に
は
、
全
支
店
の
ト
ッ
プ
を
切

り
西
和
賀
地
域
で
開
催
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
肉
を

焼
く
な
ど
し
て
約
１
１
０
人
の
組
合
員
た
ち

を
も
て
な
し
た
ほ
か
、
農
家
組
合
や
女
性
部

が
料
理
を
持
ち
寄
り
、
各
家
庭
の
味
を
楽
し

み
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
参
加
者
の

熱
唱
ぶ
り
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
で
溢
れ
ま
し
た
。

　
（
株
）エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
は
５
月
31
日
、
同

社
前（
花
巻
市
大
迫
町
）で
２
０
１
７
年
産
の

白
ワ
イ
ン「
五
月
長
根
葡
萄
園
」の
出
発
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

社
員
や
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
出
席
し
、
藤
館
昌
弘
代
表
取
締
役
社
長

は「
日
頃
か
ら
丁
寧
に
栽
培
し
て
い
る
農
家

さ
ん
の
お
か
げ
で
長
年
販
売
で
き
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
参

加
者
全
員
で
ワ
イ
ン
を
積
ん
だ
車
両
を
見
送

り
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
は
、
同
町
で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認

定
農
家
が
栽
培
し
た「
リ
ー
ス
リ
ン
グ
・
リ

オ
ン
」を
使
用
。
爽
や
か
な
香
り
で
、
キ
レ

の
あ
る
酸
味
と
果
実
味
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
味
わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

花バスケットを学ぼう 　女性部宮野目支部フレッシュ部

芝居・歌・舞踊を楽しむ 　組合員のつどい「梅沢富美男ふれあい歌謡ショー」牛乳飲んで大きくなーれ 　花巻駅前で牛乳をＰＲ

支店に集い交流深める 　各支店で「ふれあいプラン」がスタート白ワイン冷やしてどうぞ 　「五月長根葡萄園」出発式

　

イ
タ
リ
ア
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ「
ラ
・
タ
ヴ
ェ

ル
ナ
」（
北
上
市
本
通
り
）は
毎
月
第
１
日
曜

日
、
地
元
農
家
と
県
産
の
野
菜
や
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
提
供
す

る「
タ
ヴ
ェ
ル
ナ
収
穫
祭
」を
開
き
ま
す
。

　

収
穫
祭
は
一
昨
年
か
ら
開
催
し
、
今
年
度

か
ら
は
旬
の
野
菜
と
そ
の
調
理
方
法
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
毎
月
開
き
ま
す
。

初
回
の
６
月
３
日
は
、
13
農
家
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
や
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
食

材
を
使
い
、
サ
ラ
ダ
や
ピ
ザ
、
パ
ス
タ
な
ど

約
40
品
が
並
び
ま
し
た
。
来
店
し
た
約
80
人

は
、
料
理
に
添
え
ら
れ
た
食
材
を
作
っ
た
農

家
名
を
見
な
が
ら
一
品
一
品
手
に
取
り
、
旬

の
地
元
食
材
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

同
市
の
農
家
で
あ
る
高
橋
賢
さ
ん
は「
北

上
市
を
食
文
化
豊
か
な
町
に
し
た
い
。
農
家

や
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と

力
強
く
話
し
ま
し
た
。

旬の地元野菜や食材ズラリ
タヴェルナ収穫祭
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の 話
題

花の特徴について、講師（左）の話を聞く参加者たち

女形として美しい舞踊を披露した梅沢富美男さん雨ニモマケズ、駅利用者に牛乳をＰＲ

カラオケ大会やさまざまな料理を楽しむ組合員たち出発式でテープカットをする関係者

地
元
の
旬
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
並
び
ま
し
た
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